
二学期が始まりました。元気に集まることが 今年で１００回大会となる全国高校野球選手権
できてよかったです。例年以上に暑い日が続き 大会。数々の激戦が繰り広げられました。過去最高
外で遊ぶことができなかった日も多かったと思 の盛り上がりの中、大阪代表の大阪桐蔭高校が秋田
います。週間天気予報によると今週いっぱいは 代表の金足農業高校との試合に勝ち、春夏連覇を達
まだ暑い日が続くようです。 成しました。両校とも熱戦を繰り広げ有力校に勝ち
　昨年同様、8月中は給食がありませんので、 決勝戦に駒を進めた結果の戦いでした。
4時間授業です。１２時半ごろ学校を出て帰宅 　高校野球のニュースや動画を見て、両校が乗り越
しますので、お昼ご飯を含めて対応をお願いい えてきたことの大きさを知り、感動しました。
たします。９月３日月曜日から給食が始まりま 大阪桐蔭高校は、昨年も春夏連覇まであと一歩と
すので普通授業になります。 いうところまで試合が進みました。あと少しで優勝
　二学期は、５年生の林間学舎や６年生の修学 できるというところで、一塁手がボールを受けると
旅行、校外学習や社会見学、学習発表会などの きにベースを踏まずアウトにできませんでした。そ
行事がたくさんあります。１学期に配布してお のあと試合が相手校のペースになり優勝できません
ります学校年間行事や今回の学年だよりなどを でした。監督は昨年の３年生が引退したあと、その
参考に、子どもたちの前向きな取り組みを応援 一塁手であった選手を新チームのキャプテンにしま
していただきたいと思います。 した。彼は自分につとまるのかと不安を抱えながら

部員の先頭をきって練習しました。まわりの選手も
彼の前向きな姿勢を見て結束し、今年度の春夏連覇
を達成することができました。まわりの選手が「今

さて、夏休みが終わり登校してきたこどもた までにない厳しい練習をした。」というように熱心
ちは、運動場のフェンスに驚いていたと思いま に取り組んだそうです。決勝戦に勝利したとき、涙
す。１学期の終わりにはエレベーター工事につ があふれて止まらないようでした。
いてお知らせを配布いたしました。今年度は、 一方の金足農業高校も、昨年度の秋田代表を決め
エアコンを各教室につけて、「個別空調」がで る大会では決勝戦で相手校に破れました。「来年こ
きるような施設の工事をしています。予算の関 そ優勝して秋田の代表になり甲子園に行くぞ」とチ
係で各学級の教室を中心とした限られた部屋に ーム全員で決意しました。雪が積もる寒いなかで、
のみエアコンがつきます。エアコンの工事は、 練習に励みました。今年の秋田の代表を決める大会
１２月末には終わり、１月からは、機械のつい の決勝戦では昨年度負けた相手と再び試合を行い、
ている部屋のみ、暖房としての使用ができるよ 見事代表となり甲子園にやってきました。その後は
うになる予定です。エレベーターは年度末まで 多くの評論家や関係者の予想を覆し、逆転ホームラ
には完成し、来年度の初めから使用できるよう ンやツーランスクイズなど数々のドラマを生み出し
に工事をすすめています。校舎の運動場側に、 決勝戦まで勝ち上がってきました。
エアコン工事のための足場が組まれます。資材 人間だから失敗することはあります。そこで、
運搬等のためにトラックが出入りします。それ もう一度決意し、前向きに努力をし始めることで、
にともない、警備員が配置され運動場を通ると 予想を超えた結果を生み出すことができるという
きに誘導をします。音が出る作業については、 お手本を見せてもらったように感じました。
土曜日・日曜日・祝日などを中心に行います。 ２学期もいろいろな行事があり、クラスの仲間と
お知りおきください。 ぶつかることや失敗があるかもしれません。それで
なお、大阪北部地震以来、ブロックべいの撤 もあきらめないで結果が出るまでがんばることを

去工事が市内のあちらこちらで行われておりま 大切に続けていってもらいたいと思います。
すが、本校の周辺にあるブロックべいについて
も最終的な調査のあと必要な部分の工事が行わ ９月の生活目標　　
れる予定です。 　体調に気をつけて、早寝早起きをしよう

学校教育目標

めざす子ども像

今年度の本校の教育テーマ
「教育・共育・驚育」～共に育つ・育ちに驚く～～共に育てる・育ちに驚く～

　（１）正しい判断力と実行力のある子ども　　（２）思いやりのある心温かい子ども
　（３）健康でねばり強くやり遂げる子ども　　（４）先を見通すことができる子ども

工事をしています

３つのやくそく
①朝のあいさつをする。
②朝　一人で起きる。
③朝ごはんを食べる。

失敗を乗り越えて前進！
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　人間尊重の精神を基盤に一人ひとりの願いを生かし、心豊かで生きる力を身に付けた子どもの
　育成に努める


